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大和田・樺戸両爽炭層の地質時代にっいて
一石狩平野周辺地域地質調査報告　第一報一

棚　　井　　敏　　雅＊

On伍e　Geologic　Age　of　the　Owada　and　K：abato　Coal・be＆ring

　　　　　　　For恥ations　in　Hok輩aidδ，Japan

By

Toshimasa　Tanai

Abstract

　　　On　the　marginal　slope　of　a　mountainous　area　northwest　of　the　Ishikar圭　Plain，

H・kkaid・，thec・aLbea血gf・rmati・nsaredistributed圭nshreds・甲dtheyaredi怠t・rbed
by　faulting　a箪d　folding．　These　coaレbe3ring　form3t圭ons，the　Owa（ia　and　Kabato，contain
several　coa1含eams，the　cOals　i血vレhich　being　comparati▽ely　of　high　grade．

　　　These　t壷o　formations　had　been　in　doubtful　whether　they　are　Paleogelne　or　Neogene

in　age．The　writer　examined　them　on　paleobotanic孕1an（1sedimentary　petrological　studies．

　　　The　fossil　flora　in　the　both　coa1』bearing　formations　are　dominantly、Pa160gene

elementssuchasO％ooZθσ，Os耀翻α，E卿sぬ吻，こ1」耀s，．P枷徽，漁JZo伽s，P雌α吻，PJ伽一
郷s，1吻吻α，etc．，and・the　specieゴwhich　compose　the　both　floras』are　almost　common　with

the且ora　in　the　upPer　half、of　the　Ishikari　group．　The　both　for血ations　contain　mainly

heavy　minerals　suψas　zircon，gam6t，tourmaline，chromite，magnetite，ilmenite，奪yper。

sthen6，augite，homblende，etc．，with　which　thelr　composition　and　kinds　are　not　dis・，

tinguishable　from　t典ose　of　the　Ishikari　group。

　　・Accor（iingly，the　Owada　and　Kabato　coa1－bearing　form¢iqns　may　be　correlated　wi七h

the　upPer　part　of　the　Ishikari　group　of　lateガEocene　or　early　Oligocene　age．

要　　旨

　石狩平原下における爽炭層の発達状況，さらにまた炭

層の賦存状態を究明して行くために，右狩平野周辺地域

の調査が行われている。まずこのたびは，従来から地質

時代について疑間の多かつた大和田・樺戸両來炭層の地，

質時代を検討し，それらと石狩炭田の來炭層との関連性．

を明らかにすることを主目的とした。

　したがつて，筆者は留繭炭田大和田地区および樺戸炭

田全域を踏査し，爽炭層から多数の植物化石を採集し検

討するとともに，來炭層などの砂岩試料について重鉱物

分析を行い，これらの結果と石狩炭田の爽炭層について

の研究結果とを比較検討した。

　その結果．大和田・樺戸両來炭層の化石植物群の構成

種およびその組成は，1石狩層群上半部のものに最も近似

し中新世のいわゆる阿仁合型・台島型植物群とは全く異

なつている。

＊燃科部

　また両爽炭層中の砂岩に含まれる重鉱物の種類および

組成は，石狩層群のそれらと全く似ていて区別できな

い。そして，滝ノ上層や「追分層」のものとは明らかに

異なつているo

　したがつて，大和田・樺戸爽炭層は石狩層群上半部に・

対比され，その地質時代は古第三紀始新世後期～漸新世

前期であろう乏考えられる。

1．ばしがき

　わが国の現状においては，広域の未開発炭田を概知の

炭田地域1こ求めることは，ほとんど期待できないであろ

う。したがつて，今後はまず既知の炭田地帯に関連した

地域において，沖積・洪積層または新期火山岩に覆われ

た地域あるいは海底にそれを求め，それらの地域におけ

る炭層の存在の可能性を推定して行くことが必要であ

る。こXに，この目的にそう一環として石狩・留繭およ

び樺戸炭田の地質学的関連性を求め，それらの地域に囲

まれた石狩平原下における來炭層の発達状況，さらにま
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た炭層の賦存状態を究明するために，当所燃料部石炭課

においては，平野周辺地域の地質調査を，平野地におけ

る物理探査や試錐の実施と平行して行つている。

　まず初年度の昭和28年においては，従来からその地

質時代に関して古第三紀または新第三紀であるとか1い

ろいろと疑間の多い留萌炭田大和田地区と，樺戸炭田の

爽炭層の地質時代を検討して，石狩炭田との関連性を明

らかにすることを主目的とした。したがつて，筆者は両

．炭田地域を踏査し，來炭層から多数の植物化石を採集L

て検討するどともに，來炭層およびそれより上位の地層

の砂岩試料を採取して，それらの重鉱物分析を行つた。’

　これらの結果と，石狩炭田地域について現在までに得1

られた結果とを併せ検討し，一応纒まつた考えをうるに

至つたので，こXにとりあえず簡単に報告する次第であ』

る。

　なお，調査にあたつて現地においていろいろと調査の

便宜を与えられた大和炭砿大和田鉱業所，および日満鉱

・業月形鉱業所に厚く謝意を表するとともに，試料の重鉱

・物分析をして戴いた東京大学地質学教室の飯島束氏に感

謝する次第であるQまた，植物化石の検討にあたつては

当所燃料部尾上亨の協力を受けた。

2．石狩平野西縁地域の地質概況

　この地域においては古生界註1）とされている隈根尻層

”を基盤として，これを不整合に覆つて第三系および第四

系が発達している。この隈根尻層は輝線凝灰岩・珪岩・

暗灰色または線色の硬砂岩および黒色粘板岩からなり，

輝緑岩や集塊岩を伴なつている。この層は樺戸山地の大

部分を占めて広い分布をもつが，徳富川以北は第三系に

覆われて露出せず，大和田附近において，断層によつて

塵かに狭小な分布を示すにすぎない。

　第三系の最下位には比較的良質の石炭を有する爽炭層

があり，最北部の大和田地区（大和田爽炭層）と，惣富地川

以南から新十津川・浦臼・晩生内を経て須部都川・一番

川および二番川上流などに（樺戸來炭層）樺戸山地を取り

鯛むようにして分布している。これらの來炭層は大和田

地区にお』いて約300m，i新十津川一浦臼地区におい七

400’》600m，月形地区では650｛・700mの厚さを有す

る。基底蔀に嫉比較的庫い礫岩層を有し，それより上位

は反白色の細粒～粗粒砂岩を主とし，泓泥岩や礫岩層を

・挾んでいる。特に月形地区や浦臼地区においては，中部

に顕著な礫岩の発達する部分を有している。炭層は大和

田地区においては3～4層，樺戸炭田においては約9層

註1）岩質およびRadiolariaの存在などから，最近［
　では目高山地のジュラ系に対比する考えも有力で

　ある。

認められるが，稼行炭層は1～3層にすぎない。

　これらの爽炭層を不整含に覆つて，北部ではユード冒

層，南部の樺戸炭田では奔須部都層と称される石狩炭田

における滝ノ上層上部に相当するとされている地層が発

達している。ユードマ層は全層厚2，000mに達し，大

和田から恵岱別附近まで分布しているが，下位から礫岩

層・細粒砂岩層・泥岩層に3分される。礫岩層を除いて

は他の両層とも岩質は軟弱であり，他の地層に較べて低

い地形をつくる。中位の細粒砂岩層からは多くの植物化

石を産出し，筆者が採集し得たもののうち主要なものは

C‘zグ召κsp。，qyカ（3グ露召s　sp．，吻γ乞cα（Co解ク∫o％∫α）　ム碩z¢。

郷σ銘勉　（NATHORsT），Cαηα卿Jo64’hのθ％s6s　Hu　＆

CHANEY，C召s如％04U％82短HEER，Z6Z々o％乙1％82痂

（ETTING．），Rh％s初Jo3zκoθづ卿zθα、Hu＆CHANEYな

どである炉，明らかに台島型植物群の組成を示してい

る。また，泥岩層からはPhα劣α3鎗％郷06％3」3（YOK．），

翫！Joαブ伽’hos！o郷σDESHEYES，！10Jlα（T7鰯δ召6茗！の

魏砿g痂s（GOULD），ハ砺6躍4％σsp．，ハ41z6i翅SP．，Yo！4勿

sp．などの海綾貝化石を多数産出する。

　樺戸炭田における奔須部都層は浦臼附近では削剥され

て分布せず，月形から当別・幌加徳富にかけて断続的に

分布している、・奔須部都川本流では最も厚くて300m，

当別附近では約600mの厚さを有するが，いずれも断

層で切断されているために全層厚を知ることができな

い。下位から礫岩層と頁岩層とに2分され，両層とも多

くの海凄貝化石を産出するが，主要なものはChl卿脚

60s齢o％3♂3（YOK．），！1郷伽搬α郷あ躍4YOK．），ハ勲oo，卿

疹o々ツ06％5診3MAK：．，ハ4夕召　o吻z6ヴo解z言3　（BOE益M），yloZ－

4毎≠罐観α9厩YOK．などである。また，本層中の游泥

岩註2）から，当別町附近において，当所北海道支所の垣見

俊弘技官は』吻7’o頃Co吻！o％」αク翫欄伽痂（NATORST），

漉名げ8α46g％躍グo！♂α（GOEPPERT）などを採集してい．る。

　これらの地層を著しい傾斜不整合に覆つて北見統と称

される地層が広い分布を占め，ことに徳富川以北にかけ

ては向斜および背斜構造を繰返しつつ最も広く分布し

ている。北見統は石狩炭田地域における岩見沢・追分層

および滝川層の一部にほ黛相当するもので，大和田地区

では下位から峠下・増毛・留繭の3層に分けられる。峠

下層は全層厚約700mあり，下部は凝灰質砂岩・頁岩

互層で上部は礫岩層である。増毛層は全層厚約400m

で主として硬質頁岩からなつている。留繭層は下位から

塊状砂岩層・珪藻土質泥岩層に2分され，約300mの

厚さを有している5これらの地層はいずれも多数の海陵、

貝化石を含み1また峠下層には薄亜炭層が介在する。

　註2）垣見技官は出戸股層という名称を与えている

　　　（この図幅は現在作成中である）。’
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　樺戸炭田においてはいまだ調査が充分に進んでいない

ゐで明らかではないが，浦臼地区には“追分層”や“滝

川層’外が分布し，』月形一当別地区では峠下層にあたるも

のは須部都層あるいは発足層と呼ばれ，砂岩・頁岩など

からなつている。それより上位の地層も広く分布する

が，層序が未だ確立されるに至つていない。

　石狩平野西縁地域におけるこれらの各層の層序関係

は，当所北海道支所地質課による広域を覆う最近の図幅

調査によつて，次第に明ら参になりつつある。すなわち

留萌・増毛・峠下の3層とその下位にある古丹別層は，

晦π60（Co吻’o％」α）翫％郷伽邦」（NATHORST）を含む

滝ノ上層上部に対し不整合に重なり，Lかも各層が覆蔽

するという事実が確認されている。そして，この地域に

：おいて川端謁）・追分・滝川層にそれぞれ従来対比され一

ていた地層は，相互に一部は層序的に重複したものであ

つたことも明らかになつた。これらの上位の地層は筆者

のこの所論には直接には関係をもたないので，今後の発

表をまつこととしてこxには詳細は省略する。

3．交炭麿とそゐ直上位層との関係

　大和田および樺戸両爽炭層とその直上にのる“滝ノ上

層上部”の相当層≧の関係は，いずれも著しい斜交不整

合である。

　大和田地区においては藤山駅の西方，馬場炭山の沢に

おいて，大和田爽炭層の上に著しい斜交不整合をもつて

ユード官層がのるのが認められるが，その他の所では両

者が断層によつて接するために，その不整合関係を確認

することはできない。

　樺戸炭田においては，浦臼地区では爽炭層に“追分

層～’または‘1滝川層”、が直接接しているが，月形地区

では樺戸來炭層と奔須部都層とは明瞭な斜交不整合関係

にあることが，多くの人によつて確認されている。

　前に述べたよ、うに，ユードロ層や奔須部都層は多くの

動・植物化石を含み，これらは明らかにわが国における

中新世中期を指示する動物群および台島型植物群であ

る。したがつて，これらの両來炭層は層位的には少なく

とも中新統中部よりも下位のものであるとはい』うる。

’註3）　石狩周辺地域のいわゆる“川端層”というも
　　のは，V・わゆるモラ些型の堆積物で，陳然とこ

　　の地域の中新統中部を代表するように使われてき

　　たが，いろいろの層準を含んでいる場合が多かつ
　　た。しかし，最近では川端層は滝ノ上層から分離

　　して狭い意味に用いられることが多いようであ
　　 る。この場合の狭義の川端層は，苫前炭田の古丹

　　別層，留繭炭田の幌新層に相当するようである。

　　なお，この石狩周辺地域のいわゆる“川端層”

　　については，多くの疑問の点があるので，第2報

　　以下において検討・整理していくつもりでみる。

しかし，両來炭層が中新統下部であるか，あるいはさら

に下つで古第三系であるかは，上述の層序学的資料から

は決定することはできない。

　石狩平野周辺地域の中新統の下半部においては，前述

のユード戸層や奔須部都層などのように，’台島型植物群

を含む地層の下位に阿仁合型植物群を含む地層があつ

て，しばしば含炭層註4）になつている。この両者の層序・

的関係はわが国中新統において広く認められ，通常この

両者の間には，軽微な平行不整合が認められることは稀臼

にあつても，著しい斜交不整合の関係は認められていな

い。したがつて，大和田」樺戸両爽炭層とユ』ドロ層な

どとの間の不整合を，中新統の最下部を欠如した古第三

i系と新第三系との間のものではないかという考えも一応二

可能である。

　最近になつて富沢正（1953）「28）は大和田來炭層の岩質・

炭質およびユードマ層との間の不整合関係などについ・

て，石狩・留繭お，よび苫前炭田等のそれらとを比較して

“大和田爽炭層は古第三系である”という結論を述べ．

ている。この論文に対してその後，北海道炭砿技術会に

よつて現地検討が行われたが，決定的な論拠を得られぬ・・

ま二に終つている。

4．爽炭層産の植物群について

　大和田および樺戸両爽炭層からは貝化石は非常に稀に一

しか産出せず，大和田地区において1瞼㎎α痂加昭sp．，．

y惚ゆα鍛s　sp．，五α郷20如擁σsp．等の淡水綾i貝化石が矢匡

られているにすぎず，これうは保存も悪くて時代決定の

資料にはならない。しかし，商爽炭層からは多数の植物’

化石を産出L，ことに大和田來炭層には保存良好なもの’

が少なからず含まれている。

　この植物群について研究されたものはほとんどなく，

僅かに大和田地区のものについて遠藤誠道（1931）2〉が111

種を検出して，その植物群を石狩炭由の羊歯砂岩層の植｝

物群に対比したにすぎない。しかし，これは各種につい・

ての記載はなく詳細は知られていない。

　4．1　大和田・樺戸植物群の組成

　このたび筆者は大和田・浦臼・新十津川および月形の・

』各地域において，爽炭層から多数の植物化石を採集し，現

在までに大和田爽炭層から34種，樺戸來炭層から35種：

を検出することができた。さらになお現在検討中である

が，これらの化石は第1表に示す通りである（第1表）。

　この化石植物群は採集地によつて多少の相違はある

註4）　例えぼ，朝日爽炭層・本陣ノ沢爽炭層・羽幌爽1
　炭層などがどれにあたるが，一これらの爽炭層り暦

　準につい七はいわゆる“川端層”の問題ととも．

　　に，第2報以下に改めて論じたいと考えている。，
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Tab主e　l　Fossil　flo∫a　of　the、Owada　an◎Kabato　coa1－bearin＄formations

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Localities

　　　　　　　　　　一
　　Fossil　Species

PTERIDOPYTA，
　　Eg痂s6伽勿¢αzoだ6鰯％HEER

　　Os解錫％4αプα♪o擁（：αTHUNBERG

　　O％ool64s6刀sあ薦s　LINNE

ンCONIFER
　　ハ4初σs昭％o彪ノαカo勉oα　（END9）

　　θZ』y2）∫05≠フ・oδz‘s6％プo汐06z6s　（BRONG．），

　　Sの％o伽sp．

lDICOTY：LEDO：NAE

　Betulaceae
　　βo！初Zα　sp．

　　C吻伽ssp．nov．

　　Cαゆ初傭θげα％9彪勿4TANAI

　－Fagaceae

　　Q祝6κ％s　sp．

　　Q％卯躍s伽勉g観46駕sJs　TANAI

　lUlmaceae

　乙71吻祝s　hσプ躍o短6郷言s　OlsHI　et　HuzloKA

　U．0銘o切TANAI
　・U．ZO％gび0♂臨UNGER

　loZ卿祝s　cfr．『oρ力召％4Jo躍痂4HEER

　l・Ul〃膨5sp．nov．

　．Zε」々o塀海％sh伽oε％s5s　OlsHI　et　HuZloKA

　Plα聯屍之・α郷OlsHI¢tHuzloKA

　p．∂”44σ6ηs言s　TANAI

lMoraceae

　βグo％∬o刀θ吻6006初oαTANAI

　〆4プ，oρσゆ翅勿卿認σs々伽αHOLLIC：K「

・Cercidiphy’11aceae

　Cθ名じ」4勿うhツlZz4％　α名6’」6祝％z　（HEER）

　C．θJJo”9窺吻z　BROWN

一工，auraceae

　C初勿召”¢o郷z磁z　sp。nov．

lPlatanaceae

　p1厩α刀％sαo卯o耐召3GOEPPERT・

　P．θ初ど」61卿α6GOEPPERT　b、

　P．漁δ祝痂OI合HI　et　HUZIoK・A

コM［alaceae

　昭一〇グo那6！6sδ卿σ4α醜sJs　TANAI

1
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、
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×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
。

Fossil　Species

Localities

LegUminOCeae

　P昭瓶盈z　JshJ々α擁6％s’s　TANAI

Anacardiaceae

　β祝6hσ％勉sp．nov．

　So勉604ηり％s力仰’刀4！6言HIOLLICK

Euphoribiaceae

　物ZZo伽s6〃o％幽∫αTANAI

　物置Zo撚sp・nov・

Aceraceae

　4468プαグ6≠才6π郷HEER

　且6θ7sp．（“samara，，）

Tiliaceae　　　　　　　　　　　　　　『　2

　TJlσ4h醐z〆07言6％sゑs　OIsHI　et　HuzIoKA

　T露勉sp．　（“bracteole，’）

Sterculiaceae

　S♂召繊伽sp．

　躍吻吻郷sp二

Actiniaceae’

　246枷翅αsp．

Alangiacea，e

．1吻擁6σs歪・吻観OISHletHUZloKA、

　ルf．肋5露郷銘oα！αOISHI　et耳uZIOKA

　ル毎〆厩sp．nov．

Myrtaceae

　E％8召勉σ召oo召痂6召TANAI

Araliaceae

　1琵46微1ハ4406！％グ露HEER

Ebe血aceae

　pオosρ甥os加6切06”sJs　TANAI，

Symplocaceae

　Sッ粥μooos6204％αTANAI

Oleaceae

　ル召短n％s肋δ認oθ％s2s　TANAI

Verbenaceae

　CαJJJoαηり4塑吻oθ％sJs　TANAI

Caprifoliaceae

　’V伽初襯乞ohツ卿副HEER

　7伽撒吻sp。

1

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

・2

×

3

×

×

×

×

×

×

×

×

4

×
，

×

×

×

×

×

×

×

×

1．

2．

3．

4．

　　　　　　　　　　　　　　　　Localities　and　horizons

Owada　district　of　the　Rumoe　coal　field（the　Owada　coal－bearing　formation）

Shintotsugawa　distr至ct　of　the：Kabato　coal　field（the　Kabato　coa1－bearing　forlmation）

Urausu　district　of　the　Kabato　coa1且eld　（ditto）

Tsuklgata　district　of　the　KabatQ　coal　field（ditto）
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大和田・樺戸両爽炭層の地質時代について　（棚井敏雅）

が，毬果類とニレ科のものが最も優勢である。すなわち、

毬果類では1晩伽の勿0彪とαyρ≠OS加枷S等，ニレ科

ではU伽欝（ニレ）・Z6漉o∂α（ケヤキ）・P如銘6搬等が

個体数が多い。このほか，Co醜4ゆ勿伽勉（ヵツラ）・

五プ0％SSO％6！宛（カジノキ）・雁ヒ70卿61召S（アヅキナシ）・

P昭錫吻（クズノキ）・！吻～！oi郷（アカメガシワ）・S6一

伽60αゆ麗（タイトウウルシ）・漁7形α（ウリノキ）・E拓

82痂σ（フトモモ）・∬646搬（キヅタ）・抽α雇鰍S（トネ

リコ）等が比較的多く認められる6また，E卿碑伽翅（ト

クサ）・05郷％n4α（ゼンマイ）・0郷oZ6σ（カウヤワラピ）

一等のような羊歯植物が多くはないが産出することは特徴

的である’。このほか，かつて大脇巖（1935）20）は樺戸炭田

二新十津川地区においてバセウの1種（伽soカhツ！1％勉）註5）．

を採集している。

　要するに，この植物群は多くの温帯性落葉樹にかなり、

の暖～熱帯性の常緑樹を混え，しかも蔓茎性のものもあ

つて，比較的に低地性で暖い気候を、思わせるような組成

を示している。植物群の詳細については別の機会に改め，

て報告する予定である。

　4．2　石狩炭田産の植物群との比較

　石狩層群の植物群については古くから遠藤誠道の研究

があり，同氏の同定によるものが今井半次郎（1925）8）の

石狩炭田の研究のなかに各層別に挙げられ，またその

後爾研窄資料を加えたものが簡単に発表されている

一（1950）3）。しかし，ζれらはいずれも1，2のものを除いて

1は各種についての記載がないために，筆者の資料と直接

に比較することはでぎない。

　近年，大石三郎・藤岡一男（1941《・1954〉14）～17）によつ

て，石狩層群からの／1667，・丁漉σ，P観α鰍5，ニレ科お

よび羊歯類等の化石について記載・検討されている。

　筆者もこ瓦数年来，石狩炭田の化石植物を蒐集し，それ

らを検討中であるが，いまだ各層位のものを全域にわた

つて検討するまでに至つていない。したがつて，現在ま

での筆者の研究資料註6）と，従来の確実な資料とを基に

して，石狩層群と大和田・樺戸両爽炭層とを一応簡単に

古植物学的に比較してみた。

　現在までの知識によると，石狩層群の化石植物群では

フ「oo4ωα毎」α（コモチシダ）・0π06Zoα（カウヤワラピ）・

且飾ツ7伽粥（イヌワラピ）・P6％％s如6認彪　（コバノイシカ

註5）　長尾巧（1941）12）はこれを！吻soφhyZJ％郷cfr．－

　　oo卿ヵ1加∫％郷LESQ．であるとしてv・るが，大脇

　　の卒業論丈中にある同化石の写真を筆者がみたと

　　ころでも，同種に間違いないと思われる。

’註6）　この研究は「本邦炭の原植物の研究」の一部と

　　して行つたもので，研究完了後に詳しく報告した

　　いと思う。

グマ）などの羊歯植物や1吻5砂勿〃綱は，幾春別爽炭

層（羊歯砂岩層）より以下の地層にはほとんど認められて

いない。また，その他の毬果類や双子葉植物・単子葉i植

物については，登川・夕張両爽炭層の化石植物群と，そ

れ以上の爽炭層のものとは，属については顕著な差は認

められないが，種についてはかなりの相違が認められる

ようである。

　石狩炭田の幾春別区域南部においては，いわゆる滝ノ

上層準のものと考えられている朝日爽炭層が分布する。

この爽炭層の植物群はすでに別報27》したようにわが国中

新世の阿仁合型植物群に近似した組成を有し，勲9郷

∠4％⑳φ（ABlcH），U伽％s吻o伽∂翅伽αTANAI，U・

Jo麗9がoJ砲　UNGER，　Cθz6げ4ゆh』yJ’％吻　6プ6η‘～∫z卿z　（UN＿

GER），み召S・ぬS吻％S（NATHORST），肋伽卿解・

αZゲo距α（GoEPPERT），施Zoρ伽α鑑σ06勿『oZ伽勉Hu＆

CHANEY等の特徴種を多く含んでいる。

　大和田・樺戸両爽炭層の化石植物群を構成する種のほ

とんど大半は，石狩層群の植物群と共通している。そし

て朝跳爽炭層の植物群とは全く異なり，一それより時代的

に古いものであることは明らかである。特に，P1σ如鰍S，

惚〆！6α，C襯吻hッZJ耀，P躍4繊～伽醐，且oε7，

漁伽’粥および0珈粥等の種は，いずれも石狩層群の

爽炭層のなかに顕著に，しかも個体数も多く認められる

ものである。そして現在までの筆者の資料をもとにして

その組成を検討すると，大和田・樺戸両爽炭層の植物群』

は石狩層群上半部の植物群に近似しているということが

できよう。

5．堆積岩の鉱物組成

　われわれは堆積岩の特徴を識別す為にあたつて，従来

はとかく肉眼的観察を主とし経験的知識に頼る場合が多

い。しかし，狭い区域の調査を行つている場合であれば

まだしも，広い地域に分布する地層の関係や，直接地表

でみられない地層の特徴を識別してその層位を推定して

行くためには，堆積岩についてさらに詳しい検討が必要．

であろう。すなわち，後背地における康岩の風化→物質

供給→堆積という一連の過程に対応して2生成された各

地層における堆積岩の特徴を，まず定性的および定量的

にとらえることが必要である。

　こ鼠に石狩平野周辺地域の第三系の関連性を求め，ま

たさらにその堆積機構を解析して行く1つの手段とし

て，筆者はまずこの地域の堆積岩，主として砂岩を対象

としてその鉱物組成等の検討を始めつつある。現在漸く，

その緒についたぱかりであるが，その概要から知り得た

ことを基にして大和田・樺戸両爽炭層と石狩層群とを比

較してみよう。
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地質調査所月報（第7巻第1号）

　5．1　大和田・樺戸地域

　大和臼地区においては大和田炭砿附近の野外露頭およ

び試錐ゴアーから試料を採取し，樺戸炭田においては浦

臼村を中心として炭山川・浦臼川・札的沢および晩生内

、川などの地区で採取した。そLて各試料（主として細～

中粒砂岩）の109中に含まれる重鉱物をツーレのsoIu・

tion　l比重≠2．9）で分離し，その個数を百分率で表示す

るようにした。．

　大和田來炭層中の主要な重鉱物は，Zircon，gamet，

tourmaline，’magnetite，ilmenite，hypersthene，au－

gite，homblende，chr（）田iteおよびauthigenicなチタ

ン鉱物等である（第1図）。これらの鉱物のうち，zirCQrら

tourmalineやgamet等は酸性岩特に花崩質岩から，

hypersthene，augiteやhomblende等は火山岩特に

中性岩，chromiteは塩基性岩特に蛇紋岩のような岩石

から由来したものと考えられる。しかも，これらの鉱物
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第2図　樺戸來炭雇あ重鉱物組成

第1図　大和田爽炭暦の重鉱物組成

はいずれも新鮮で，かつ強度の磨滅を受けた形跡が少な

し甦7）。

　樺戸爽炭層の主要な重鉱物の種類も大和田爽炭層のも

のと全く同様であり，またその組成も全く同じ傾向を示

しているて第2図）。

　また，樺戸炭田における奔須部都層および留萌炭田大

和田地区におけるユード＃層の重鉱物組成を検討する

と，前述の両爽炭層に優勢なzircon，gamet，tourma－

lineに対し，glaucQphane，epidote，actinolite等のよ

うな結晶片岩に普通にみられる鉱物やchromiteが顕著

になり，しかも重鉱物全体の絶対量も増加している。峠

下層になるとさらに重鉱物の量は著しく増加するが註8），

註7）これは各鉱物の粒子の小さいことによるとも考

　えられるので，供給地が近いということを必ずし
　　も意昧しないであろう。すなわち，粒子が小さい

　　ものは供給・運搬される途中における磨滅の度

　は，粒子の大きいものに較べて小さいと考えられ
　　るカ〉らであるo

註8）　例えぼ，石狩層群や樺戸・大和田両爽炭層中の

　試料（幅～紬粒砂岩）109に対して得られる重鉱

　物は5～10mgであるが，奔須部都層やユードロ
　層になると20～65mg，峠下層になるとさらに増

　加して200～400mgである。
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大和、由・樺戸両爽炭層の地質時代について　（棚井敏雅）

　　f．室知地区，三基美唄区域1三ノ’沢）
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3．室知地区，三井芹別区域（炭山川）
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第3図　石狩暦群の重鉱物組成

　ラく和田爽炭層に豊富なz量rc・n，g巖net，t・urmaline等

　はほとんど認められず，火山岩から由来Lたと考えられ

　るaugite，hornblende，駆yhomblende等がきわめて
　優勢を示じ大半を占めるに至つている。『

　　このように，石狩平野西縁地域の第三系中の重鉱物組

　成は，各層位によつて顕著な相違が認められる。

　　5．2　石狩層群の重鉱物組成との比較

　　石狩炭田空知地区における石狩層群の重鉱物組成の概

　縮を把握するために，いわゆる空知背瓢り東翼の三井芦

　別，北端部の住友赤平および西翼の三菱美唄各砿業所の

　坑内外において各層にわたづて試料を採取した。

　　石狩層群中に含まれる重鉱物の種類は，主としてzir・

　conl93met，tourmaline，chrgmlte，leucoxene，mag－

　1netite，ilme血ite，hypersthene，augite：およびhom－

　blendeで，その他hyacinth　zircon，titani声61biotite，

、＼　rutile，chlorite，epidote，glaucophaneやauthigenic

　なチタソ鉱物等である，（第3図〉。これらの鉱物ゐ大半は

　いずれも新鮮で，しかも強度の磨滅を受けた形跡が認め

　られない。その組成をみると空知背斜の東西両翼におい

　てはやX相違が認められ，それら堆積岩の供給後背地ま

　たは堆積の場の相違を暗示しているかに考えられる。す・

　なわち・東翼璽芦別で億幌加別層以上はchr・・hite，

　magnetiteおよびtita耳iteが優勢を示している。これ

に対Lて，西翼の美唄・赤平ではchromiteやPyrite
の顕著な若鍋・美噴両層を境として，zircon，magnetite

およびti㌻aniteの多い下部と，gametの優勢な羊歯砂

岩層以上との3つに分けることができる。ト

　このように，大和田・樺戸爽炭層中に含まれる重鉱物

の種類は石狩層群のもの．と全く同一であり，またzir・

c・n，gamet，、t・urmalin亀chr・mite，血agnetite，ilm②

、11ite，hypersthene，augiteや：homblende等がきわめ

て優勢であること亀その組成についても石狩層群のも

のと区別することがほとんどでぎない。特に，樺戸來炭

層の組成は美唄および赤平区域における石狩層群の羊歯

砂岩層～美唄爽炭層の組成に最も近似している註9）。

6．むすび
筆者はまず石狩平野西縁地域の地質に関する現在まで

，註9）　・このような堆積岩の鉱物組成によつて，かなり
　し離れた地域の地層を対比することは危険である。

　　このことは，石狩炭田の空知背斜の両翼において
　　石狩暦群の重鉱物組成のグラフが異なることから
　　も明らかである。しかしながら，同一の後背地か
　　らその材料を供給された同一堆積区においては，
　　小さな変化はあるにしても，大分けにした地層め

　　鉱物組成の一般的変化は同一の傾向を示すと考え
　　ることは，ある程度許されるであろうと思われ
　　る。なお，、こり問題はさらに’詳しく検討中であ

　　るo

18一（18）
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　　　　　　　　　　　　　1　，
　　　　　　
痔ロ田』樺戸両暴炭層の地麟喪について（棚井敏雅）一

の知識を整理して，これを層序学的に検討したの　　　　　　　　　　　　　　　　　ち，’さら

にこの地域の第三系下部について，古植物学的および堆
　　　び積岩岩石学的に概括的な検討を行つた。そして，1これら

の結果を，石狩炭田に関して進めつつある現在までの結・

果と比較して，次のような結論をうるに至つた。

　“大和田・樺戸両爽炭層の化石植物群の構成睡および

　　　　　　　　　　　　　　　　　その組成は，明らかに石狩層群の上半部のものに最も近

　　　　　　　　　　　　　　　　　似し，中新世前半期のいわゆる阿仁合型および台島型植

物群とは全く異なつ宅いる。これは，層序学的に革の両來

炭層と台島型植物群を含む滝ノ上層上部とが著しい斜交

不整合にあ為ことから考えれば，石狩平野西縁堀域にお

いては石狩層群上半部に相当する古第三系の上年，阿仁

合型植物群を含む地層を欠如して，滝ノ上層上部に相当

　　　　　　　　　　　　　　　　　

暴講麟慧憲脇編暮誌璽
石狩層群のそれらと全く似ていて区別セきないという事

実によつてもさらに確証される”。

　したがつて，“大和田・樺戸來炭層は従来と炉く考え

　　　　　　　　　　　　　　　　　られていたように，新第三系の滝ノ上層準のもφではな

　　　　　　　　　　　　　　　　　く，古第三系の石狩層群上半部の層準のもので昂り，そ

の地質時代は古第三紀始新世後期～漸新世前期七あると

考えられる”。　　　　　　　．　　　　　　　

　さて，石狩層群のなかに嚢いて若鍋層の基底と幾春別
層の基底とに，それぞ漸によつて耀働不鶴唖

　　　　　　　　　　　　　　　　　不整合が認められるか，あるいはその存在の可能性が推
餐れることが，下河購男（・953）や斎麟次／・953）に

　　　　　　　　　　　　　　　　　よつて指摘されている。また，1このことは赤平や美唄に

　　　　　　　　　　　　　　　　ド　おける重鉱物組成が，若鍋層と幾春別層との基底におい、

てそれぞれ著しく急に変わることからも暗示される。’し

たがつて，石狩層群の堆積中繊2眺繰る撫堪

　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　盤の揺変が行われたと考えることができる。すなわち，
　　　　　　　　　　　　　　　　　
悔進と海退を大ぎく繰返しつつ堆積盆地が広域化した現

饗編纒難鰹懸織灘麟謡
いて考究することは，石狩平原下の各地層の分布，ひい

ては爽炭層の分布を究明して行くうえに必要である。，

　留繭炭田雨竜地区！こおいては，ほ野若鍋層相当の地層

を最下位として，それより上位の地層が白墓系の上に発

達している。こXに大和田・樺戸爽炭層が幾春別層に相1

当するとするならば，当時の海進の様相は次のように考
　　　　　　　　　　　　　　　　　えることができよう。すなわち∫“まず石狩層群堆積の

初期，海は南から侵入して登川～幌加別層の堆積は南に
　　　　　　　　　　　　　　　　　よく発達し，その堆積盆地の北限はせいぜい現在のイル
　　　　　　　　　　　　　　　　　ムケップ山の南麓附近までであつた。その後，堆積の場
は次第に北方へ拡大しつつ，またその巾bも北おへ移動

し，若鍋層～下部蜆貝層の堆積時には，その堆積盛池ほ雨

竜地区附近まで拡大して行つた註10）。．この時期までは樺

戸山塊との聞にはbarrier註11）が細長くほ黛南北に存在

していたが，幾春別層堆積時頃からさらに堆積盆地は西

方へも拡大して，水はそのbarrierを越え，樺戸山地周

辺にも幾春別層以後の地層が堆積したものであろう”。，

　この考えは筆者が石狩平野周辺地域の調査を進めて行

くうえの，現在の段階における作業仮説的なものにすぎ

ない。今後さらに詳しい調査を行い，できるだけあらゆ

る角度から検討して，石狩平原下の地質状況を少しでも

正確に解析して行きたいと考えている。・、

　　　　　　　　　　（昭和28年6月調査）
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　ら行われたと述べている。しかしこの間題はさら

　に検討する必要があるρ
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　まPが現在の石狩川にぼ黛沿つて存在するように
　考えられる。



P地質調査所且報（第7巻第1号〉

　　　　　　　　　ぐ動グ’ゆ60ず6勿オ召加hσ5h才J　YOK：．の発

　　　　　　　　　見，地質学会62年会講演，1955
　　11）、森下晶外二北海道恵岱別近傍の地質，新生代の研

　　　　　　　　　究，No．12，P．1～16，1952－

　　12）長尾’巧：札幌～苫小牧低地帯（石狩低地帯），矢、

　　　　　　　　　部教授紀念論文集，Vo1．2，p．，677削

　　　　　　　　　694，1941
．　　13）蜷川親治：北海道奈井江地区地震探査報告，地質

　　　　　　　　　調査所月報，Vo1．6，No．2，p．135～

　　　　　　　　　140，．1955
　　14〉　Oishi，S．＆　H：uzioka，K．：　Stu（iies　on　the

　　　　　　　　　Cainozoic　Plants　l　of　Hokkaido　and

　　　　　　　　　：Karahuto，1．Fems　from　the晒04」
　　　　　　　　　卿α毎才σ　Sandstone　of　Hokkaido』

　　　　　　　　　Jour．　Fac．　Sci．　Hokkaid6　1mp．

　　　　　　　　　Univ．，Ser．IV，VoL　VI，No．2，P。

　　　　　　　　　177～192，　1941
　　15）Oishi，S．母Huzioka，K，：’IV．0耳theTer一．

　　　　　　　　　tiary　T痂4．from　Hokkaido　and
　　　　　　　　　Karahuto，Jo亘r．Fac．Sci．・Hokka－

　　　　　　　　　ido　Imp．Univ．，Vo1．VII，No．1，

　　　　　　　　　p．71～80，1943
　　16）Oishi，S．＆Huzioka，K．：　V．Tertiary且68グs

　　　　　　　　　from　Hokkaido　and　Iくarahutol

　　　　　　　　　Jour．Fac，Scl．・Hokkaido　Imp．

　　　　　　　　　Univ，，Vol。VII，No．1，P。81～
　　　　　　　　　101，「1943　『

　　　17）Oislhil　S．＆Huzioka，王ζ．：　VI．On　the　Ter－

　　　　　　　　　tiary　P鰯4鰍s　from　Eokkaido　and

　　　　　　　　　．Klarahuto，Jour．王㌃ac。Sci・】葺okka－

　　　　　　　　　ido　Imp．Univ。，Vo1．VII，No．1，

　　　　　　　　　p．103～115，1943

　　18）Oishi，S，＆　Huzioka，K：．：　VIII．Tertia歴y

　　　　　　　　Ulmaceae　from　Hokkaido　and
　　　　　　　　K：arahuto．Jap．Jour．Geo1．Geogr．，

　　　　　　　　Vol．24，p．123～144，1954
　　19）小山内煕：石狩国樺戸山地東部周縁の第三系，地・、

　　　　　　　　質学雑誌，’Vo1．57，No．670，p．2817』

　　　　　　　　1951
　・20）・大脇　巖：石狩国新十津川村附近の地質，北大修

　　　　　　　　卒論』No．・32，1935

　、21）大脇　巖：石狩国新十津川附近の第三系夕石油技

　　　　　　　　術協会誌，VoL4，p．・47，1936
・　22）斎藤林次＝九州と北海道の古第三紀層の対比に就

　　　　　　　　　いて，北海道地質要報，No．23，p・

　　　　　　　　　1戸》14，1953

　　23）佐々保雄：北海道雨竜留萌炭田における含炭層の

　　　　　　　　　層位について，北石鉱報，No。39L

　　　　　　　　p．1《ノ1611938
　、24）下河原寿男：夕張炭田・石狩統・若鍋層下の亜不
　　　　　　　　　整合（diastem），北海道地質要報，

　　　　　　　　　NG．22，P．31戸》38，1953
　　52）須貝實二・矢崎清貫：樺戸炭田新生る九竜炭砿地

　　　　　　　　　質調査報告，未発表，1950

　　26）竹甲秀蔵＝留繭油田り地質の解釈について，．石油

　　　　　　　　　技術協会誌，Vo1．19，No．5，p．1155

　　　　　　　　　～103，1954
　　27）棚井敏雅：本邦炭田産り第三紀化石植物図説L，．

　　　　　　　　　地質調査所報告，No．163，1955

　　28）富沢　正：大和田炭砿の地質に関する一考察，炭

　　　　　　　　　砿技術，Vo1．8，No．7，P。19～21，

　　　　　　　　　1953
　　29）対馬坤六・山口昇一＝5万分の1留繭図幅および

　　　　　　　　　説明書，勉質調査所，1955

．20一一（20）




